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　はじめに

　ニシン科魚類 Clupeidaeは世界で 57属約 188種

が知られており（Nelson, 2006），日本近海には 11

属 17種が分布する（青沼・柳下，2013）．ヤマト

ミズン属 Amblygasterは世界から 3種が有効種と

して認められており（Whitehead, 1985），日本に

はそのうちヤマトミズンA.leiogaster (Valenciennes, 

1847)とホシヤマトミズン A. sirm (Walbaum, 1792)

の 2種が知られている（青沼・柳下，2013）．

　Kishinouye (1908)は Clupea okinawensis を「や

まとみづん」の和名を付して琉球列島から記載報

告したが，この学名は現在 Amblygaster leiogaster 

(Valenciennes, 1847) の新参異名とされている

（Wongratana, 1980; Whitehead, 1985; Monroe et al., 

1999）．その後，吉野（1984）は琉球列島から得

られた体長 15 cmの標本に基づき本種の記載を行

い，鈴木ほか（2000）は兵庫県浜坂町から本種 2

個体（OMNH-P 8286, 12729）を報告し，畑（2014）

は与論島から本種 1個体（KAUM–I. 55088，体長

53.9 mm） を 報 告 し た． ま た Machida and 

Kuromachi (2003)は，沖縄県名護市および石垣島

から得られた本種に寄生していた二生吸虫類 5種

の記載を行ったほか，石森ほか（2013）は本種を

沖縄島，慶良間諸島，石垣島から報告するととも

にホシヤマトミズンとの比較，マンマルウオノエ

Ryukyua globosaの寄生状況を報告した．

　松原（1955）は本種の国内における分布域を「鹿

児島，沖縄」とし，益田ほか（1988）は本種の分

布を「鹿児島以南」とした．また，中根ほか（2005）

は薩摩半島西岸に位置する吹上浜から本種の幼魚

1個体（全長 88 mm）を報告したが，鹿児島から

の報告はいずれも標本に基づくものであるかは不

明である．また，畑・本村（2011）は鹿児島県南

さつま市から 1標本（KAUM–I. 151）をヤマトミ

ズンとして報告した．しかし，KAUM–I. 151は

不明瞭ではあるが体側に暗色斑が 1列に並ぶこ

と，第 1鰓弓下枝の鰓耙数が 40であること，背

鰭起部が明らかに尾鰭基底よりも吻端に近いこと

などから，畑・本村（2011）がヤマトミズンとし

て報告した KAUM–I. 151はホシヤマトミズンの

誤同定であることが明らかとなっている（畑ほか，

2013；石森ほか，2013）．したがって，現在，ヤ

マトミズンの国内における分布は，琉球列島（青

沼・柳下，2013；畑，2014），兵庫県浜坂町（鈴

木ほか，2000）となっている．

　2013年 3月 22日に鹿児島県南さつま市笠沙町

沖でヤマトミズンと同定される 1個体が定置網に

より採集された．本標本は鹿児島県本土における

ヤマトミズンの標本に基づく初めての記録となる

ため，ここに報告する．

　材料と方法

標本の計数・計測方法は Kimura et al. (2009)に

鹿児島県から得られたニシン科ヤマトミズン
Amblygaster leiogasterの記録
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したがった．ただし，稜鱗の計数はWhitehead 

(1985)にしたがった．標準体長は体長と表記した．

計測はデジタルノギスを用いて 0.1 mm単位まで

行い，計測値は体長に対する百分率（%）で示し

た．ヤマトミズンの生鮮時の体色の記載は，固定

前に撮影された鹿児島県産の 1標本（KAUM–I. 

54522）のカラー写真に基づく．標本の作製，登録，

撮影，固定方法は本村（2009）に準拠した．本報

告に用いた標本は，鹿児島大学総合研究博物館

（KAUM: Kagoshima University Museum）に保管さ

れており，上記の生鮮時の写真は同館のデータ

ベースに登録されている．

　結果と考察

Amblygaster leiogaster (Valenciennes, 1847)

ヤマトミズン　（Fig. 1; Table 1）

Sardinella leiogaster Valenciennes, 1847: 270 (type 

locality, Indian Ocean).

標本　KAUM–I. 54522，体長 234.5 mm，鹿児

島 県 南 さ つ ま 市 笠 沙 町 片 浦 崎 ノ 山 東 側

（31°25′44″N, 130°11′49″E），水深 27 m，2013年 3

月 22日，定置網，伊東正英．

記載　計数形質と体各部の体長および頭長に

対する割合（%）を Table 1に示した．体は細長

い楕円形でやや側扁し，体高は低い．体の輪郭は

背腹が同程度に膨らみ，体高は背鰭起部で最大．

腹部正中線上には腹鰭前方に 16枚，腹鰭後方に

14枚の稜鱗を有するが，腹部稜鱗は鈍く，不明瞭．

体側鱗は円鱗で，腹部稜鱗を除いて鱗は剥がれや

すい．背鰭前方鱗は体の正中線上に配列する．背

鰭起部は腹鰭起部直上に位置する．背鰭基底は短

く，臀鰭基底の 112.2%．

腹鰭後端は総排泄孔に達しない．総排泄孔は

体の中央より後方に位置し，臀鰭起部直前に開孔

する．臀鰭起部は背鰭基底後端より後方，眼と瞳

孔はそれぞれ円形．脂瞼はよく発達し，厚く，後

鼻孔後縁から眼窩後縁まで広がる．口は端位で，

上顎は下顎より短く，吻長の 90.1%．下顎は上顎

よりわずかに突出する．上顎後縁は丸い．口裂は

小さく，わずかに傾斜し，上顎後端は眼の前縁に

達しない．第 2上主上顎骨は下半分が肥大せず，

上下対称．鰓孔後縁に 2つの突起を有する．鰓耙

は細長く，先端は丸い．胸鰭起部は鰓蓋後端より

わずかに前方に位置する．胸鰭起部に腋鱗を備え

る．腹鰭は短く，後端は尖り，起部に腋鱗を備え

る．尾鰭は二叉する．臀鰭最後の 2軟条（第

15–16軟条）は伸長する．

色彩　生鮮時の色彩―体背面は一様に暗青色．

体側上部は淡い青色．体側下部および体腹面は一

様に銀色．頭部側面は一様に銀色であるが，前鰓

蓋骨前縁から前鰓蓋骨後縁にかけては淡い赤色．

鰓蓋後方に小黒色斑が入る．背鰭，胸鰭および尾

鰭の各軟条は黒色であるが，鰭膜は無色透明．腹

鰭および臀鰭の各軟条は白色で鰭膜は無色透明．

固定後の色彩―体背面は暗い褐色となる．

Fig. 1. Fresh specimen of Amblygaster leiogaster. KAUM–I. 54522, 234.5 mm SL, Minami-satsuma, Kagoshima Prefecture, Japan.
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分布　アフリカ大陸北東岸からインド，ベン

ガル湾，アンダマン海，インドネシア，オースト

ラリア北西岸，インドシナ半島から日本にかけて

分 布 す る（Chan, 1965–1966; Losse, 1968; 

Whitehead, 1985; Moshin and Ambak, 1996; Monroe 

et al., 1999; Kimura et al., 2003; Chen, 2003; Chen, 

2004; Kimura, 2009；青沼・柳下，2013）．日本国

内では琉球列島（青沼・柳下，2013；畑，2014），

兵庫県浜坂町（鈴木，2000）および薩摩半島西岸

（本研究）から標本に基づいて記録されている．

備考　本標本は背鰭前方鱗が体の正中線上に

配列することでWhitehead (1985)やMonroe et al. 

(1999)，青沼・柳下（2013）などによって報告さ

れた Amblygaster属と同定された．本属魚類は日

本からヤマトミズン A. leiogasterとホシヤマトミ

ズン A. sirmの 2種が知られており（青柳・柳下，

Minami-satsuma, Kagoshima Japan Indonesia and Yoron Island, 
Kagoshima, Japan

KAUM–I. 54522 n = 5
Standard length 234.5 51.1–83.8
Counts
 Dorsal fin rays (unbranched) 3 3
 Dorsal fin rays (branched) 14 14–15 (14)
 Anal fin rays (unbranched) 3 3
 Anal fin rays (branched) 16 14–16 (14)
 Pectoral fin rays (unbranched) 1 1
 Pectoral fin rays (branched) 15 15–17 (16, 17)
 Pelvic fin rays (unbranched) 1 1
 Pelvic fin rays (branched) 7 7
 Caudal fin rays (upper + lower) 10 + 9 10 + 9
 Gill rakers on 1st gill arch (upper) 14 11–15 (14)
 Gill rakers on 1st gill arch (lower) 33 31–35 (31)
 Gill rakers on 1st gill arch (total) 47 42–50 (45)
 Gill rakers on 2nd gill arch (upper) 15 11–14 (14)
 Gill rakers on 2nd gill arch (lower) 33 28–36 (34)
 Gill rakers on 2nd gill arch (total) 48 39–50
 Gill rakers on 3rd gill arch (upper) 12 10–14 (12)
 Gill rakers on 3rd gill arch (lower) 25 20–28 (25)
 Gill rakers on 3rd gill arch (total) 37 30–40 (38)
 Gill rakers on 4th gill arch (upper) 10 8–12 (11)
 Gill rakers on 4th gill arch (lower) 16 15–18 (16)
 Gill rakers on 4th gill arch (total) 26 23–29 (27, 29)
 Gill rakers on posterior face of 3rd gill arch 7 6–9 (8)
 Prepelvic scute 16 16–18 (16, 17)
 Postepelvic scute 14 13–15 (14)
Measurements (%SL)
 Head Length 23.4 24.8–27.1 (25.6)
 Body depth 22.2 18.2–25.4 (21.2)
 Predorsal length 51.9 44.3–48.3 (46.0)
 Snout tip to pectoral insertion 24.2 21.9–27.5 (24.5)
 Snout tip to pelvic insertion 51.5 49.2–53.1 (50.5)
 Snout to anal fin origin 80.3 75.5–79.6 (77.6)
 Dorsal fin base length 12.6 9.8–15.0 (12.8)
 Anal fin base length 11.3 11.1–14.8 (13.3)
 Caudal peduncle length 9.9 8.7–9.4 (9.0)
 Caudal peduncle depth 6.3 6.7–8.4 (7.6)
 Orbit diameter 7.6 7.0–9.0 (7.8)
 Eye diameter 5.7 5.8–7.7 (6.5)
 Snout length 7.7 6.3–7.7 (7.2)
 Pectoral fin length broken 13.7–16.4 (15.4)
 Pelvic fin length 8.3 7.7–9.8 (9.1)
 Head width 10.9 9.4–10.2 (9.9)
 Interorbital width 5.8 3.9–6.1 (4.8)
 Postorbital length of the head 10.5 10.2–11.7 (11.0)
 Upper jaw length 6.9 9.8–11.1 (10.3)
 Mandibular length 9.2 11.2–12.6 (11.6)

Table 1. Counts and proportional measurements of Amblygaster leiogaster. Values in parentheses indicate modes or means.



22

Nature of Kagoshima Vol. 40, Mar. 2014 RESEARCH ARTICLES

2013），2種は体側の黒色点列の有無，鰓耙数，

背鰭起部の位置，腹鰭の位置，上顎後端の位置な

どで識別できるとされてきた（Chan, 1965–1966; 

Wongratana, 1980；吉野，1984；Whitehead, 1985; 

Monroe et al., 1999； 青 沼・ 柳 下，2013）．Chan

（1965–1966）や吉野（1984）はヤマトミズンの主

上顎骨後縁は瞳孔前縁下に達しないと記載した一

方で，青沼・柳下（2013）では上顎後端は眼の前

縁にかろうじて達すると記載しているなど，見解

に差異がみられ，本属魚類の種の同定には混乱が

生じていた．石森ほか（2013）は琉球列島産のヤ

マトミズンとホシヤマトミズンの比較を行い，ヤ

マトミズンは従来知られていた通り，体側に黒色

点列がないことでホシヤマトミズンと識別できる

ほか，背鰭前長の体長に占める割合が 48.5–52.6%

であること（ホシヤマトミズンでは 42.4–47.1%），

上顎長の頭長に占める割合が 26.2–35.7%（32.2–

38.7%）であること，体長 139.7 mm以上の個体

において上顎長の吻長に占める割合が 82.4–98.3%

（101.3–125.0%）であること，小型個体を除いて，

上顎後端は眼の前縁に達しない（眼の前縁に達す

るか越える）こと，体長 139.7–234.5 mmの個体

において第 1鰓弓下枝鰓耙数が 31–36（体長

173.4–221.9 mmの個体において 37–42）であるこ

と，吻部の上顎上方に斜走線がない（有する）こ

と，生鮮時，体側上部の体色が青色（青緑色）で

あることで識別されることを明らかにした．今回

鹿児島県本土から得られた標本は，背鰭前長の体

長に占める割合が 51.9%であること，上顎長の

頭長に占める割合が 29.6%であること，上顎長

の吻長に占める割合が 90.1%であること，上顎

後端は眼の前縁に達しないこと，第 1鰓弓下枝鰓

耙数が 33であること，吻部の上顎上方に斜走線

がないこと，生時，体側上部の体色が青色である

ことなどの特徴において，石森ほか（2013）が報

告した A. leiogasterの標徴とよく一致した．また，

本標本の計数形質は，インドネシアから採集され，

本研究で比較を行った標本の値の範囲内にあり，

よく一致している（Table 1）．本種は同属他種と

は体側に暗色斑がないこと，第 1鰓弓下枝の鰓耙

数が 31–35であること，腹鰭起部が背鰭第 1–3軟

条起部直下に位置すること，上顎後端が眼の前縁

に達しないことなどで識別される（Whitehead, 

1985; Monroe et al., 1999；青沼・柳下，2013；石

森ほか，2013）．鹿児島県産の標本はインドネシ

ア産の標本と比べて，頭長，尾柄高，眼径，上顎

長，下顎長の体長に占める割合が小さく，背鰭前

長，臀鰭前長，尾柄長，頭幅の割合は大きい（Table 

1）．これら若干の相違は，インドネシアおよび与

論島産の標本の体長が 51.1–83.8 mmであるのに

対し，鹿児島県産の標本の体長が 234.5 mmと大

きいことから，成長に伴う体各部の相対値変化に

よるものであると考えられる．

ヤマトミズンの鹿児島県での採集記録は，本

種が鹿児島県から沖縄県にかけて広く分布するこ

とを示唆する．しかし，本種は群泳することが知

ら れ て い る が（Whitehead, 1985; Monroe et al., 

1999; 青沼・柳下，2013），鹿児島県では 2013年

に 1個体が単独で漁獲されたにすぎない．これは

上記個体が黒潮によって鹿児島に偶発的に運ばれ

てきた可能性を強く示しており，本種が鹿児島県

近海で再生産している可能性も低いと考えられ

る．

比較標本　ヤマトミズン Amblygaster leiogaster

（5個体，体長 51.1–83.8 mm）：KAUM–I. 43971，

体長 76.2 mm，KAUM–I. 43972，体長 83.8 mm，

KAUM–I. 43973，体長 78.5 mm，KAUM–I. 43974，

体長 70.6 mm，インドネシア・スラウェシ島ビトゥ

ン 沖（01°26′N, 125°12′E），2011 年 12 月 12 日，

本村浩之；KAUM–I. 55088，体長 51.1 mm，鹿児

島 県 大 島 郡 与 論 町 茶 花 港 内（27°02′57″N, 

128°24′19″E），0.5 m，タモ網，2013年 6月 30日，

T. Trnski・C. Struthers・J. Leis・D. Bray・M. 

Gomon・O. Gon・J. Gon・本村浩之・吉田朋弘・

田代郷国・Byeol Jeong・畑　晴陵．
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